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１．研究計画の概要 
(1) ラグランジアン部分多様体に対するフ
ィルター付き A 無限大代数の構成とその変
形・障害理論、Floer 理論の基礎理論の構築。 
 
(2) (1)の理論のシンプレクティック幾何へ
の具体的応用。例えばミラー対称性予想への
応用。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 1996年以来取り組んでいるラグランジア
ン部分多様体に対するフィルター付き A無限
大代数の構成とそれに関わるホモトピー代
数の基礎理論、ラグランジアン Floer 理論の
障害・変形理論の構築については、ほぼ満足
いく形で完成し、2009 年度にようやくアメリ
カ数学会・International Press から２巻本
として出版することができた。出版社のペー
ジ制限により 10 章中 2 章は別に出版するこ
とになった。 
 
(2) トーリック多様体への応用は予想以上
の 成 果 が 得 ら れ た と い え る 。
Landau-Ginzburg スパーポテンシャル関数を
我々の理論の中で捉え、幾何学的な意味付け
に成功したことは大きい。応用として、トー
リック多様体には必ず non-displaceable ラ
グランジアンファイバーが存在することや、
非可算無限個の 
non-displaceable ファイバーの存在例を見
つけたことは特筆すべき成果である。 
 
以上は、深谷賢治氏（京都大）、小野薫氏（北
海道大）および Yong-Geun Oh 氏（ウイスコ
ンシン大）との共同研究の成果である。 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
ラグランジアン Floer理論の基礎理論の構築
が完成したこと、およびトーリック多様体の
場合への具体的な計算や応用で予想以上の
成果が得られた。 
４．今後の研究の推進方策 
今後も深谷賢治氏（京都大）、小野薫氏（北
海道大）、Yong-Geun Oh 氏（ウイスコンシン
大）と共同研究を継続し、トーリック多様体
のミラー対称性予想、ハミルトン同相群の構
造の解明等の研究を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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